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NEWS RELEASE 

2025 年 12 月 17 日 

ミュージアムタワー京橋 

 

 

 

ミュージアムタワー京橋が「LEED O+M ゴールド認証」を取得 

～既存建物として高水準の環境性能を実現～ 

 

株式会社永坂産業（代表取締役 髙橋康紀）が所有・管理する「ミュージアムタワー京橋」は、2025 年 10 月

15 日、米国グリーンビルディング協会が開発・運営する建築物の環境性能評価制度「LEED（Leadership in 

Energy and Environmental Design）」の「LEED O+M（Operations and Maintenance）:Existing Buildings

（v4.1）」において「Gold」を取得しました。 

 

「LEED O+M」部門は、既存建物の運用や維持管理における環境負荷削減、エネルギー効率、利用者の快適性

などを包括的に評価する制度であり、新築時ではなく運用段階での継続的な改善が求められることから、特に認証

が難しい部門として知られています。 

 

「ミュージアムタワー京橋」のようなオフィスと美術館が一体となった複合施設におけるエネルギーの最適化は

極めて難易度の高い取り組みです。美術館空調における緻密な 24 時間温湿度管理、100％再生可能エネルギーか

ら作られた“グリーン電力”化（2024 年 3 月から首都圏 3 カ所の太陽光発電所からの“生グリーン電力”供給を含

む）、雨水・機械排水の館内再利用、オフィス居室における一次・二次空調のエネルギー効率化等、これらの継続

的な努力が評価され今回の認証取得に至りました。 

 

「ミュージアムタワー京橋」は、今後も施設の価値向上と環境負荷の低減に取り組み、持続可能な社会の実現に

貢献してまいります。 

 

<オフィス・共用部> 

 

          Photos：株式会社永坂産業（左・中央・右下）、株式会社日建設計（右上） 
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＜美術館＞ 

 
Photos:公益財団法人石橋財団 アーティゾン美術館 

 

 

【LEED 認証について】 

米国グリーンビルディング協会（USGBC: U.S. Green Building Council）が開発・運営する建築物・都市の

環境性能を総合評価する認証制度です。省エネ、水資源保全・室内環境・資源循環・生物多様性など多角的

な評価基準を統合的に適用します。認証は設計・施工・運用段階の建物や街区、都市といったスケールまで

対象とし、その評価に基づき認証ランクを付与します。必要項目をクリアする加点方式でスコアを獲得し

「Certified」「Silver」「Gold」「Platinum」の 4 段階で認定されます。 

世界 185 カ国以上で導入され、日本でも一般社団法人グリーンビルディングジャパンが普及を支援していま

す。 

 

【ミュージアムタワー京橋について】 https://www.museumtower-kyobashi.com 

株式会社永坂産業（東京都中央区 代表取締役 髙橋康紀）と公益財団法人石橋財団が区分所有する事務所と美

術館の複合施設として、2019 年７月 1 日、東京都中央区に竣工しました。 

永坂産業が所有管理する高層部（10 階以上）はオフィス専有部分、石橋財団が所有管理する低層部（7 階以

下）は、アーティゾン美術館の専有部分になっており、この２つの専有部分以外の共有部分を管理運営する

組織として、2019 年に「ミュージアムタワー京橋管理組合」を設立しています。   

建物名称：ミュージアムタワー京橋   

事業主 ：株式会社永坂産業、公益財団法人石橋財団（2 法人による区分所有） 

所在地 ：東京都中央区京橋１-7-2 

建物用途：事務所、美術館  

認証種類：LEED O+M: Existing Buildings (v4.1) Gold 

認証年月日：2025 年 10 月 15 日 

 

 

https://www.museumtower-kyobashi.com/
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2025LEED レター 
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2025LEED 公証 


